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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
【入院・退院】
・中村 雅子様～東病棟Cユニットへ医療保護入院

【転入・転出】
・川村　貞子様～西A44から東B1へ転入
・小田　沙也加様～東B1から西A23へ転出
・佐藤　公子様～東合併症室から南B102へ転出

＜患者様連絡事項＞
・長根　瞳様～小柳DrよりPL5日分処方

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00までの時間隔離の指示あり。対面時妄想言動あるが不穏興奮なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さあるが不穏興奮無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さはあるが不穏・興奮、ベッド上での危険行動なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藪　真弓様～身体拘束中。本日より2時間ずつの開放観察指示あり。開放中危険行動なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者情報＞
　日　　時：令和7年9月23日　11:10
  氏　　名：中村 雅子（なかむら　まさこ）様
　生年月日：昭和32年6月3日(68)
　病　　名：知的障害
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　元々漢字が読めない等知的能力は低度。理解力の低さから易怒性あり。また、情緒の不安定さが見られていた。平成29年頃より情動不安定さが増段、身体的愁訴も聞かれさくら病院を初診し妄想性障害の診断にて以後通院治療を受けていた。令和2年6月に夫死去し以後単身生活。R5年6月には会話が成り立たない、独語・落ち着きのなさから同月6日にさくら病院へ医療保護入院となっている。入院中に乳がん検診にて陽性となり、同年9月20日八戸市立市民病院へ転院し手術施行、同月26日にさくら病院へ再入院、同年12月に退院していた。R6年2月ごろより不安感や疼痛を訴え、複数の医療機関に相談し処方を受けていた。その後も疼痛から泣き出す、息切れする等あり、さくら病院への不信感があったことから、当院を希望しR6年4月2日当院初診し以後継続通院していた。以後も疼痛は続いており、次第に疼痛から奇声・大声をあげるようになり、デイサービスからも苦情が入っていた。R7年9月9日受診時に鎮静をかける方向で精神科薬物療法を開始するも変わらず。現状家族対応・施設入所も難しいことから当院にて症状改善希望あり、R7年9月23日医療保護入院となる。
